
・・麟｛縄大E」tt‘’＋二尉四一郵ｹ可毎月一回（一喫昭m＋七鞭廿二二＋日蜥

（第23餐） 第2．60號 昭和18年第2號

　．一ts”－p　wh’　in　o一

イ
24時制の時計の文字盤
　　　雁募案No．5

（
本
誌
第
七
四
頁
を
見
ら
れ
よ
∀

（尾　道　　松　本　義　一）

本部・田上天文憂東亜天文協會事務局・滋賀縣堅田



　　　　　　　1941　tEli　　一月吉二月の『芙・象

　　　　　　　　　　　　　・Heavens’of　）：afi；　＆　Feb．

　　榊武紀元2603年初φ室である．金星は日没後の西天にまだ低いが，光は漸増

　’しつNあるは．水星は一・“月9日前後に宵天で極大離再となるが，，．9一　’va以南で

　なV遇，覆望に困難であらづ．火星も曉天の東室に一寸顔を出したばかり，

　まだまだ槻望の時機℃ない．

　　これ等に引きかへ，木星と土星とは封衝の前後に當り，輝かしV・光を日已

後ρ頭上に現してみる・冬の美し儲星座は，．こ僻の珍客によって今年は

　憎層の賑はひである．望遠鏡を持ってるる人々は，是非この爾つの互遊星の

　偉大な？“姿を樂しまれたい．木星lrk　一一月11日に封衝であるから，、覗直径46”

　を超え，蜜月の如き丸々とした形を覗野に見せてみる．四つのガレリオ品題

　の隙息出波も甘きない興味である．

　　土星は昨十二月初禽〕に封衝をしたばかり，地球に今・尚ほ近い．殊に此の星

　の特有である輪は15年ぶりで今年が最も幅の廣い形に現はれてるる．從って，

　星の全艘から來る光慶も，今年は稀に見る大きさである．この輸の背後に微

　光の恒星が掩蔽さ下ることはないか？｛　こんな好機に恵まれれば，輪の構造

　を研究する鍵を握ったものである．

　　天王星は牛座に，i「、王星は乙女座にある．位置は本誌前號の星圖を見られ

　よ．冥王屋は最大望遠鏡を要するから，一般のアマチュアには縁が無い．

　　月は一月6日に新月，同21日に瀾月である．二月は5日が新月であるガ㍉　こ

　の日は北海道で日蝕する．これは今年の善暦正月朔てある．次いで20日の瀟

　月の日に起る月蝕は部分蝕であって，日本では見えない．

　　太陽は適度に毎宣三の歩みを曝けてみて，一月6日には小心，12日には幽香

　宮に侵入して，大寒となり，次いで二月5日には立春，同19日に双魚宮に入

　つて雨水の季節となる．

、　彗星界では，昨年十一月初めにオテルマ氏が獲冠したものが牛座の西部を

隠詞轟鑑瀦：：鵬驚鍔な媒ン
！星が漸次近づきつNあるが，光度は14－15等級で，獲見は未だ三三のことで

あらう（急幸艮参∫｛6）．

　とも座の新星は昨年末の本邦四界に於ける大牧穫であった．一時は零等級

にも上ったが，年末に7等級となり，其の後も漸次減光してみる．目下は小

型の望遠鏡でないと充分な観測は給餌なbが，星圖や其の他の消息について

は，急報を見られたい，
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　　　　　　　　　　　　會員に關する報告

〔入　　　倉〕若原　　治（大　阪）　　小田　辰男（堺　）　　田村　　弘（秋　田）

　　　　　　岡部　政二（滋　：賀）　　赤阪　　陽（東　京）　　猪俣　虚治（仙　窒）

　　　　　　熊谷　　猷（大　阪）　　米田　敏治（奈　良）　　早瀬田中學物象班

　　　　　　木下　寛平（西ノ宮）　　鈴木　俊郎（：大　阪）　　山本　敏丈（奈　．良》

　　　　　　加藤繁次鄭（岡　山）　　田中　昌博（大　阪）　　脇田　清二（大　阪〉

　　　　　　松浦　幸夫（豊　中）　　吐山　尚美（奈　良）　　杉田　　勉（廣　島）

　　　　　　中島信一（札幌）谷三鄭（大阪）高山賞（京都）
　　　　　　山本　　冴（仙　肇）　　1面崎雄太郎（神戸）　　矢荻和巳（東　京）

　　　　　　圓尾　正博（山　口）　　村田　　旭（山　口）　　瓜生　和雄（東　京）

　　　　　　尼子　昭夫（大　阪）　　鈴木　久彌（大　阪）

〔観測部入部〕熊谷　　猷（大　阪）　　加藤繁次鄭（岡　山）　　田申　昌博（：大　阪）

　　　　　　松浦　幸夫（豊　申）　　淺川　　澄僚京）　　鈴木俊鄭（大阪）

　　　　　　矢荻　和巳（東　京）　　圓尾　正博（山　口）　　尼子　昭夫（大　阪）

　　　　　　鈴木　久彌（大　阪）　　山本　敏夫（奈　良）

〔逝　　　去〕竹谷　　實（兵　庫）（昭和15年λ會）

（溝意）：御移輪の節には直ちに（前佐所をも並記して）御通知下さい．謝測部の方は

　　　　　其旨附記して下さい．

　　　　　　　　　　昭和7年分三蓋部費領牧者芳名

倉　費（年額）細田　純夫（甲　府）　　藤吉　泰男（久留米）　　金谷　　實（大

　　　　　　　野口登美雄（仙　奎）　　小石久太鄭（東　京）

同　　（一部）　　　若原　　治（大　阪）永井　泰山（廣　島）　田村　　弘（秋

小林　義恵（東　京）岡部　政二（大　津）長岡　　章（岡　山）猪俣　康次（仙

来田　政治（奈　良）　早世田中學物象班　　木下　寛武（西ノ宮）　青木　　進（大

鈴木　俊鄭（大　阪）加藤繁次鄭（岡　山）　熊谷　　猷（大　阪）　電氣科學館（大

松浦　幸夫（豊　中）　田中　昌博（大　阪）　山本　敏丈（奈　良）　杉田　　勉（藍

吐山．尚美（奈良）林　憲亮（大阪）長谷川敏男（札幌）宮永和吉（東

申島信一（札幌）山本　冴（仙i毫）編崎雄太郎（瀞戸）谷　三軍（大

脇田清三（大阪）七高距士館　　村田　旭（山口）矢荻和巳（東
尼子　昭夫（大　阪）

部費（年額）　　　金谷　　實（大阪）小石久太鄭（東　京）

同　　（vpzz）　　　加藤繁次耶（囲　山）　田中　昌博（大阪）松浦　幸夫（大

山本敏丈（奈　良）熊谷　　猷（大　阪）小林義恵（東　京）鈴木俊鄭（大

喝川、　澄（東　京）尼子　昭夫（大　阪）
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魯費（年額）

同　（一部門

南

部費（年額）

木下

鈴木

米井

同　（一部）

昭和18年分會費部費韻牧者芳名

　　　　山形武夫（大　阪）
　　　　杉田　　勉（廣　島）

　　　　薦田　一吉（宮　崎）

　　　　増田　　豊（東　京）

　　　　藤井　3と三（長　野）

　　　　藤原　丈枝（岡　山）

　　　　三二　璋久（西ノ宮）

　　　　明星商業観測班
　　　　宮本　頑愚（和歌山）

　　　　金谷　　實（大　阪）

　　　　　　　岡部　政二（大

由次郎（和歌山）狐塚　泰治（大

　　　　　　　山形　武夫（大

　實二（宮　崎）藤井丈三（長
　久彌（大　阪）

　信夫（東　京）宮本

　　　　　　　鈴木　俊郎（大

明星商業観測班

　　積雄（和歌山）

　　　　　　　阪）

　察　章　献（塁　北）

　森川　二二（東　京）

　幅崎雄太郎（紳　戸）

　多田　幸男（東　京）

　圓尾　正博（山　口）

　鈴木　久彌（大　阪）

　竹内　時男（東　京）

　寺門榮一（東　京）

　府立一申（京　都）

　申鶴　秀夫（東　京）

津）米田　敏治（奈　良）

阪）高山　　貢（京都）

阪）金谷　　實（大阪）
野）　圓尾　正博（山　口）

　　梶ノtl　勝（和歌山）

細田　純夫（甲　府）

浦上　幸資（和歌山）

木下實二（宮崎）
市瀬熊次郎（長　野）

前橋榮太耶（大　阪）

米井　信夫（東　京）

梶川　　勝（和歌山）

水野　弘李（京　都）

北條　眞次（京　都）

宮永　和吉（東　京）

細野　　貞（新　潟）

森川　銭二（東　京）

前橋榮太鼠大　阪）

浦上　幸資（和歌山）

（順序不同） （領攻通知に代ふ） （1942－11－30締切）
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滋賀縣堅田局匪内

．倉敷天女褻　岡山縣倉敷市

大阪市立電艦齢學館プラネタリウム　（大阪市四ツ橋）

童北市公庫堂内
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　　　　　　　　　　　東亜天文扇屋観測部

　　一1．流　星　課　（課長　和歌山縣有田郡金屋　小棋孝二郎，幹事　宇野良雄）

　　2．彗　星　課　（課長　滋賀縣草津町大路井420　山本　進）

　　3．愛　星　課　（課長　木邊成麿，幹事　小澤喜一）

　　4．太　陽　誤　（課長　敏，幹事　静岡縣志太郡吉永村吉永1768大石辰次）

　　5．黄道光課（課長田上天文垂山本一清，幹事倉敷天文塁本田實）
　　6．豫　報　課　（課長　山本一清，幹事　堅田壷雄）

　　7．機　械　罧　（課長　滋賀縣野洲郡申里村　木邊成麿）

　　8．駕　薩　課　（課長　大津市鹿關町　堀井政三）

　　9，遊星雪嶺　（課長　伊達英太耶，幹事　佐伯恒夫，木町軸重）

　　　　火　星　班　（班長　兵庫縣川邊郡雲雀丘　伊達英太郎）

　　　　木星土星班　（班長大阪市四ツ二二氣科二二佐伯恒夫）
　　　　　水星金星班　（班長　木賊成麿）

　　10．掩蔽課（課長大阪市住吉匿萬代東4の6高城武夫）
　　11．月　面　課　（課長　伊達英太廓）

　　12．歴史研究室　（課長　兵庫縣武庫副本山村岡本高石344　井本　進）

　　　　　　　　　観　測　部．規　定　　（昭和6年11月22日制定）

第1條　　本観測部ハ東亜天文二二ノ目的テ蓮スル爲メノー事業トシテ，天盟ノ戴測
　　研究テ行フ．

第2條，第3條，第6條　　（略）
第4條　　東亜天丈協會田翁希墓ニヨリ本観測部員トナノレ事が出來ル．
第5條　　部員ノ・識測上ノ必要ニヨリ課長ノ指導及ビ東亜天文速報（奮名プレテン），

　　棄麗天文協魯急報麺ビニ種々ノ印捌物ノ配布テ受ケル．

　天　界

鎌｝滋・縣滋繍野村大際・3

11麗｝京都市掠趾椹満千本東入

配給元　東京市官田匠淡路町二丁目九番日

高26・祈雨1齪貯1鵬㊧〔獺金・・銭〕斜金・鏡

｛，本麟膿藁綴朧；

　　眞美印刷所橋本岩紬縞〔電西陣3702〕
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